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第 1回 大阪からはじまつた読み物の潮流
～新聞小説から出た宇田川文海の先進性

～ 2013年 6月 5日 (Ю
於 :淀屋橋マスターズ情報館

1.まず大阪の近代文学を俯敢してみる

講座のタイトルにわざわざ「大阪からみたJを冠したのは、単なるローカリズム的発想からではなし、 (ど
こであろうとも、「郷土の作家」という呼び方をして、当該地に縁りの小説家や詩人などを顕彰することは
ある。しかし、大阪という地域性は決して「地方」を意味しなし、
織田作之助は「東京の言葉なんか、ありゃ東夷の言葉だかられ それが何の間違いか標準語になったりし
て、おかしな話だ:万葉以来、源氏でも西鶴でも芭蕉でも近松でも秋成でも、文学は関西のもん油 と陛矢
婦善哉後日』に書いているが、そのあと、「大阪人つて奴は、俺もそうだが、抽象ぎらい、体系ぎらいだか
ら
'れ

具体的な、足が地についたもの信用せえへんのだ」と宣う主人公に友人が「どうも我田引水くさいなJ
と返す。この一連の文脈にこそ、私がわざわざ「大阪からみた」を冠した意味がある。
対東京という図式で語れlま古臭いひがみ根性だと思われるかもしれないが、文学評論の世界も、出版も、
明治維新後に一極集中がどんどん進んでいく中で、「東京からみた」という基準だけが権威性を持つように
なったと言えない力、そして、東京からみた大阪人の特異性が「大阪らしさ」として、大阪人自身が身をも
つて体現しているように見えてならなし、
まず、大阪の文学の豊饒さを再認識するために大阪の近現代文学を俯蹴してみたし、

大阪市域に生れ育つた
主な小説家や詩人など.
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大阪の近代文学にかかわる作家年表
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大阪の近代文学にかかわる作家年表
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2.大阪からはじまつた読み物の潮流

日本における瓦版は、大坂夏の陣の際に撒かれたも|のが最初とされる。そしてまた、維新後の明治 9年

(1876)に「大阪日絢  (のち明治 21年に毎日新間に囲 、明治 12年 (1879)に「朝日新聞」が大阪で創刊

された。一方東京では、明治 7年 (1874)に 「讀賣新聞」、明治 17年 (1884)に 「今日新聞」 (のち都新聞、昭

和 17年東京新聞)力鴻J刊されている。この昭和 17年の新聞統制によって、昭和 8年 (1933)に大阪で創刊さ

れた「日本工業新聞」を母体に、「産業経済新聞」力渡llTJされた。つまり、今に至る四大紙のうち、読売新

聞以外は大阪で誕生している。

そして日刊の新聞紙上に動 Jヽ説が掲載されはじめる。大阪朝日新聞では、明治 12年 (1879)2月 21日 か

ら3月 12日 に17回の短期で連載された『集散離合・連枝の後刹 が最初と思われるが、これは無署名で、

おそらくは岡野半牧と考えられる。岡野半牧は宇田川文海と人気を三分していた書き手で、文海が多分に演

劇的であるのに対して、半牧は近代小説を志向していたと評されている。

いずれにせよ、新聞識 Jヽ説という大衆文学は大阪に発したのである。これは、近世の出版文化はZ、ずし

も江戸に集中していた訳ではなく、京都・大阪の上方にも厳然とした出版文化があつたからである。京都が

公卿中心、江戸が武士中心、大阪は町民中心であつたから、自ずと大阪に生まれる
べくして生れたといえる。

もつとも西鶴、近松も然りだつた。

さらに、新聞社が週刊誌を発行することも、大正 11年 (1922)に 「週刊朝日」と「サンデー毎日」がほぼ

同時に創刊されたのが最初で、特にサンデー毎日は大正 15年 (1926)から「大衆文芸賞」を募し、第 1回は

角田喜久雄で、以後海音寺潮五郎、山手樹一郎、井上靖、村上元三、山岡荘八、源氏鶏、杉本苑子などが受

賞し、大衆文学の登竜門の役害1.を果たした。織田作之助も小説を書き始めた 24歳の時に、この懸賞小説応

募したのが最初だつた。これは入賞することはなかつたが、このことを記念して現在の織田作之助賞青春賞

は24歳までの応募とされている。
参考 :『大阪の文芸』毎日放送文化双書10 昭和48年 H月 特に明研 ll代著「大阪の近代文学」
「宇田川文海とシェイクスピア」近藤弘幸 英學論考(41)東京学芸大学英語合同研究室 2012年 12月

3.新聞小説から出た宇田川文海の先進性

宇田川文海 (本名鳥山菊前 は嘉永元年(1848J2月 4日 、江戸の本郷新町で道具屋
「伊勢屋」を営む鳥山

市兵衛の三男に生まれた。草双紙を読むのが大好きで、僧侶になれと駒込養源寺の住職南明和尚の弟子にさ

れ、恵恵を名乗つた。14歳の時、南明和尚の供をして、湯島麟祥院より帰途の暗闇で浪士に斬り
つけらつ

れ、右の頬から胸、左の上顎と下顎の間を斬られ、一命は取り止めたが、醜い傷あとが残つた。以来、生涯

大きなマスクを付けることになる。

明治初年の廃仏毀釈運動によつて還俗し、兄茂中貞次に活版印刷を学び、26歳まで
「まいにちひらがな

しんぶん」社の組方に雇われてから、新聞記者として立つことを決意する。秋田県に赴き、地方新聞とし
て

は第一号の 日囲爾(か D新聞」を刊行し、明治8年(187D、 28歳で兄茂中貞次が発行していた
「神戸港新聞」

に入社し「文海」の名を使い女台める。

大阪に日刊新聞が無いのに驚き、大阪最初の日刊新聞
「浪花新聞」を捕llTJし、「大阪新聞」けあ綱報」を

経て「魁新聞」に入社するも休刊となり、明治 14年(1881)、 34歳で、創刊 2年目の
「朝日新聞」に入社し

た。新聞小説家の誕生である。翌明治 15年に無署名で『北国奇談権の橘』を連載し評判となり、肢
々堂本

店から出版して五版を重ねるベストセラーになり、中座で芝居になつた。その後次
々に連載物を執筆し、明

治 16年(188うには会心の作「勤王佐幕巷説二葉松Jを連載し、この年に朝日新聞は全国―の発行部数とな

った。明治 18Z瓢1880に、シエイクスピアの『ベニスの商人』を翻訳した『何桜彼桜銭世中』を連載し、

これが戎座で初演され、大評判,となつた

明治23年(1890)、 43歳で入社した「大阪毎日新聞」でも連載ものを執筆し、大阪文芸会を創立して代

表になつた。大阪文壇の哺矢である。

明治 32年(1899p6月 には私鉄の観光案内としては日本最初の
「南海鉄道案内」を刊行した。これは南海

沿線だけでなく、広く大阪市中も紹介した、大阪案内でもある。そして、明治38年(1900、
58歳の3月

22日 、大阪市東区横堀三丁目十五番地より大阪府東成郡墨江村大字上住吉六十三に転居し、翌年
4月 15

日、文海が編輯兼発行人になつて文芸雑誌「墨江」第1号を創刊した。

※1以降は「CEL」 118号拙稿「大阪を愛した文学者たち、そのまちと人」参照
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